
都
つ

築
づき

 一
かず

三
み

 議員

町民会館前でポンツク（光明寺川）
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30
年
間
、
ザ
・
ポ
ン
ツ
ク
を

続
け
て
来
た
。

 

こ
う
た
夏
ま
つ
り
が
中
止

に
な
っ
た
年
と
理
由
は
。

　

教
育
部
長　

平
成
21
年

度
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
経
済
不
況
で
、
税
収
が
極

端
に
落
ち
込
ん
だ
。

 

町
長
の
7
つ
目
の
公
約
で

自
然
豊
か
な
緑
地
保
全
の
中

カ
ワ
セ
ミ
と
あ
る
が
、
い
つ

ど
こ
で
見
た
か
。

　

町
長　

1
年
前
、
相
見

川
、
石
川
で
発
見
し
た
。

 

公
益
法
人
オ
イ
ス
カ
の
会

員
だ
が
、
会
費
は
。

　

企
画
部
長　

オ
イ
ス
カ

岡
崎
推
進
協
議
会
に
、
賛
助

会
員
と
し
て
年
２
万
１
０
０

　

０
円
。

 

オ
イ
ス
カ
が
勧
め
る
東
日

本
大
震
災
の
津
波
で
壊
滅

の
10
年
間
、
１
０
０
億
円
・

１
０
０
ha
の
海
岸
林
に
支
援

し
て
い
る
か
。

　

町
長　

オ
イ
ス
カ
の
内

容
を
把
握
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
緑
化
活
動
な
ど
情
報
提
供

す
る
形
で
支
援
。

 

額
田
の
鳥と

っ

川か
わ

の
ホ
タ
ル
の

情
報
は
。

　

教
育
長　

鳥
川
地
区
で

ホ
タ
ル
保
存
会
を
つ
く
り
活

動
し
て
い
る
。

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
と
は
、

行
政
・
企
業
・
住
民
が
力
を

出
し
合
い
事
業
を
行
う
運
動

で
ポ
ン
ツ
ク
公
園
事
業
の
実

施
を
。

　

教
育
部
長　

ポ
ン
ツ
ク

公
園
を
建
設
す
る
方
針
自
体

が
な
い
。

　

本
光
寺
、
三
光
院
、
長
満
寺
、

浄
土
寺
、
西
方
寺
の
5
山
で
文

化
の
香
り
漂
う
観
光
づ
く
り
を

問
う
。

 

南
島
原
市
の
農
家
民
宿

5
万
人
突
破
。
幸
田
町
で
も
。

　

環
境
経
済
部
長　

新
た

な
観
光
資
源
の
発
掘
や
特
産

物
を
メ
ー
ン
と
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
し
て
い
る
が
、
泊
ま
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

 

椿
の
「
一い

ち

子こ

侘わ
び

助す
け

」
を
、

相
見
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
植

樹
し
、
看
板
を
。

　

建
設
部
長　

害
虫
防
除

な
ど
管
理
が
必
須
で
あ
り
、

駅
前
に
植
樹
す
る
樹
種
に
適

さ
な
い
。

 

観
光
5
山
め
ぐ
り
を
徒
歩

自
転
車
、
タ
ク
シ
ー
で
、
津

島
市
の
御
朱
印
帳
の
仕
組
み

を
取
り
入
れ
実
施
を
。

　

環
境
経
済
部
長　

商
工

会
や
関
係
部
局
と
協
力
し
、

観
光
手
段
の
一
つ
と
し
て
研

究
し
た
い
。

 

文
化
講
演
会
に
癌
を
克
服

し
て
19
年
目
を
迎
え
た
杉
浦

貴
之
氏
を
。

　

教
育
部
長　

文
化
講
演

会
は
隔
年
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
指
示
は
で
き
な
い
が
、

紹
介
は
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

第
３
回
議
会
報
告
会

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一 般 質 問

ポ
ン
ツ
ク
公
園
事
業
の
実
施
を

建
設
す
る
方
針
が
な
い

問

答

問

答

幸田の観光で5山めぐりを

観光手段の一つとして研究



問

答

文章あっても意味不明だ

方針の中で新しい考え方とした

伊
い

藤
とう

 宗
そう

次
じ

 議員

避難所となる体育館（中央小学校）
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災
害
時
に
指
定
避
難
所
に

な
る
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
設
置
を
。

　

教
育
部
長　

小
中
学
校

の
普
通
教
室
は
、
31
年
度
に

設
置
工
事
。

　
　

次
の
段
階
で
特
別
教
室
、

そ
の
次
に
体
育
館
・
武
道
場

へ
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

 

台
風
襲
来
で
避
難
所
に
避

難
し
た
住
民
は
。

　

総
務
部
長　

21
号
は
、

3
世
帯
5
人
。
24
号
で
は
、

20
世
帯
35
人
。

　

健
康
福
祉
部
長　

年
間

３
０
０
万
円
。

 

対
象
者
数
は
。

 

約
１
２
０
０
人
。

 

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行

費
保
護
者
負
担
の
解
消
を
。

　

教
育
部
長　

報
償
金
と

い
う
形
で
額
は
少
な
い
が
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

 

歳
入
の
要
の
法
人
町
民
税

の
一
部
が
国
税
化
で
厳
し
い

と
嘆
く
が
。

　

町
長　

超
過
課
税
に
す

れ
ば
新
た
に
財
源
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
十
分
承
知
。

　
　

標
準
税
率
を
超
え
る
課
税

は
、
納
税
者
に
新
た
な
負
担

を
求
め
る
こ
と
で
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

 

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 

一
部
国
税
化
は
納
得
で
き

な
い
。

　
　

自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
進
め

て
い
き
た
い
。

 

所
信
表
明
の「
前
進
継
続
」

と
は
。

 

幸
せ
町
づ
く
り
、
出
合
い

の
あ
る
身
近
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
提
唱
し
、
実
現
を
訴
え

て
き
た
。

 

前
町
長
の
「
文
章
あ
っ
て

も
意
味
不
明
」
の
継
続
だ
。

 

政
策
を
一
貫
し
て
引
継
ぎ
、

教
育
環
境
の
暑
さ
対
策
と
防

災
対
策
の
強
化
を
、
方
針
の

中
で
新
し
い
考
え
方
と
し
た
。

 

避
難
所
で
熱
中
症
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
を
。

　

教
育
部
長　

主
要
な
事

業
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

 

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
は
、
入
・
通
院
ふ
く

め
て
実
施
を
。

　

町
長　

任
期
中
に
、
入

院
医
療
費
は
実
施
。

　
　

通
院
医
療
費
は
、
さ
ら
に

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

 

入
院
も
無
料
化
で
費
用
の

見
込
み
額
は
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

第
３
回
議
会
報
告
会

避難所にエアコン設置を問

主要な事業に位置づけている答

一 般 質 問


